
 

 

てつやさんからの手紙 

かなの家インタビュー    ～かなの家のムードメーカーなつみさん～ 

2014 ふゆ 

10 月のはじめに、ラルシュ発祥の地、フランスのトロリー村

にいってきました。国際ラルシュの理事会に出席するためです。 

国際ラルシュの理事会は 6 人で、アイルランド、フランス、ベ

ルギー、メキシコ、カナダ、アメリカ、そして日本から私と、世

界に広がるラルシュを反映して国籍もさまざまです。でも、みな

さんラルシュと長年関わってきた人たちで、国籍や経歴は違って

も、同じラルシュの価値観や経験を共有し、深い信頼関係で結ば

れています。理事会の役割は、国際ラルシュのリーダーを支え、

予算やさまざまな活動方針を検討・承認することです。 

会議は、フランス語と英語が飛び交って、内容についていくだ

けでもたいへんです。でも、せっかくアジアからただ 1人の理事

なので、ラルシュの次の 50 年の発展に少しでも貢献できればと

の思いで参加しています。 
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       ↑杉山なつみさん（２４） 

2009 年より、かなの家の「めぐみ」に

て活動している。高齢化が進むかなの

家の中で、平均年齢をぐっと下げること

となる有望な若手。ダンスや歌が好き

で、誕生会やお祭りでは、だれもが目を

引くパフォーマンスを見せてくれる。一

生懸命やる姿と、この笑顔に心奪わ

れ、ファン増加中。 

今年の最後を飾るのは、かなの家の若手！  杉山なつみさんです。 

かなの家に来て、６年目です。今回は、かなの家の先輩達からの質問に 

答えてもらいました。 

ドミニカ共和国での理事会の写真。ドミ

ニカのコミュニティーの仲間とともに。

（筆者；左から３人目） 

Ｑ（斉藤）：かなの家は楽しいですか？ 

Ａ（杉山）：あーーい!!!・・・いや。えへへへへ。 

 

 Ｑ（小野田）：なんで、滝浪さんと手を繋ぐんですか？ 

 Ａ（杉山）：いや・・・・。 

 

 Ｑ（野村）：今度の誕生会で一緒に体操してくれますか？ 

 Ａ（杉山）：いや。フフフ（笑） 

 

 Ｑ（中村）：孝一さんと仲良いですね。 

 Ａ（杉山）：うん。 

 

  質問にはすべて笑顔で答えてくれるなつみさん。どんな仕事 

でも頑張っているなーと先輩方は口を揃えて言っていました。 

ジャン・バニエを囲んでの夕食 

 

 

国際ラルシュ理事会理事  村本徹也 

 （社会福祉法人ラルシュかなの家の理事としてもなかま、アシスタントと共に歩んで頂いています。） 

 



 世代交代世代交代世代交代世代交代    

かなの家のアシスタントの世代交代が進みつつあります。長年かなの家で働き沢山の経験を持ったアシスタ

ントが定年退職で現場を離れていきます。次の世代のアシスタントがまだ 30 代と若く、かなの家の運営を担

っていく上で経験が少ないという不安を抱えています。来年 2 月には新しいコミュニティーリーダーが誕生

する予定です。佐藤言さんがその候補者で、リーダーの役割の引継ぎも万全ではなく、不安があると言ってい

ます。 

確かに長くかなの家にいた年長のアシスタントは経験があり運営面で安定感はあるでしょう。しかし一方で、

仕事はできるけれどもっと大切なコミュニティのメンバーとしての関わり合いができていない、分かち合いも

できないといった現実もあります。 

今年の 9 月に国際ラルシュの養成担当者を長年勤めたジョージ・ダーナー氏を迎えて次の世代を担うアシ

スタントの養成を行いました。自分にとって、かなの家にとって大切なものは何かというグループでの話し合

いの結論がまとまった時、ジョージさんが私を呼んでホワイトボードにまとめられたものを見せてくれました。

そこには将来への夢や、現状を変えていこうというエネルギーが表れていて、大きな希望を感じると共に感動

しました。 

経験は大切ではあるけれど、現状を変えられないでいる者より、チャレンジ精神を持った若くはつらつとし

た者が、これからのかなの家を担っていけると確信しています。        コミュニティリーダーコミュニティリーダーコミュニティリーダーコミュニティリーダー        西田西田西田西田正志正志正志正志 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆かなの家祭り大成功でした☆ 

 2014 年 10 月 18 日（土）予定通り、かなの家祭りが行われました。当日は、天気にも恵まれ、たくさんの方々

に来ていただくことができました。今年は、学生ボランティアさんにも演奏や出店を手伝っていただき、全体的に

明るいお祭りになりました。なかまのパフォーマンスも昨年よりグレードアップ！来てくれたお客さんも参加でき

るプログラムが、とても盛り上がっていました☆ご協力いただいた方、来てくださった方、本当にありがとうござ

いました。お祭りの様子は、かなの家のブログ等で配信しています。また、ラルシュ 50 周年記念として、かなの

家のミュージックビデオをつくりましたので、そちらもぜひご覧ください。 

インターネットで【 YOUTUBE かなの家 恋するフォーチュンクッキー】で検索すると、閲覧できます。 

 

 

アシスタントなアシスタントなアシスタントなアシスタントな    ひとこまひとこまひとこまひとこま    そのそのそのその参参参参    
 
稲刈りも済み、秋の味覚さつま芋

も収穫されて、恒例のかなの家祭りに
は、カレーやケーキに変身して、みん
なで美味しくいただきました。 

祭りの後の淋しさを感じる間もな
く、かなの家には、国際色豊かな風が
爽やかに吹き渡っています。 

一年ぶりに来日のジョナスさんは
スイスから、1か月ぶりに戻ってこら 

れたシャーさんはインドから、先ご
ろ母国へ帰られたマルティナさん
はフランスから、みなさんとっても
優しく、暖かく、力強く、かなの家
のみんなを包んでくれます。 
 静岡の片隅に、ラルシュの小さな
灯が、〝ポッ〟と灯ります。 
 今年の冬も暖かいぞ‼‼‼‼    
    

事務事務事務事務        佐藤裕美佐藤裕美佐藤裕美佐藤裕美    



 

個人的なことですが、私はラルシュに来る前に、 

こんなに笑ったことはありませんでした。 

ユーモアと平安を通して心が通い合い、 

仲間と一緒にいる素朴な喜びがあります。 

（ジャン・バニエ『ラルシュのこころ』９２頁） 

仲間との生活、慌ただしく走り回る毎日。心を忘れることもある。 

それでもかなの家にいたいと思うのは、ともに笑い、ともに喜び合う一瞬一瞬があるから。 

 

 ９月２４日〜１０月６日まで、仲間の海野裕子さんと家庭アシス

タントの政島香織が、ラルシュ創立５０周年のお祝いのためにフラ

ンスを訪問しました。 

 コニャックとピエールフォンのコミュニティーに滞在しながら、

パリでのパレードに参加したり、創立の地トロリーにおいて３日間

の式典に与ったり、世界各国から集ったラルシュのメンバーたちと

交わりのときを持ちました。 

初めての海外、初めての固いフランスパン、初めての外国のラ

ルシュ…。言葉が理解できない苦しさやホームシック、日本代表

としてのプレッシャーが、容赦なく襲いかかってきた２週間でし

た。 

達成感よりも敗北感が強く残った今回の渡仏は、のちの人生の

大きな糧となるだろうと思います。 

 

ラルシュ５０周年、心からおめでとうございます！！ 
パリの街をラルシュ勢がパレード! 

５０年を背中で語る、ジャン・バニエさん 

 

小さい者とともに 神に生かされる日々 



 

【石けん工場のボイラーの話】 

この写真は、石けん工場に欠かせないボイラーです。大きな石けん釜に、

水蒸気を送って石けんを作るときに、このボイラーを使います。2002 年から

12 年間、本当によく動いてくれています。しかし、そろそろ寿命が近づい

てきました。 新しいものは 1台 150万円ほどかかります。 

 

これからもいい石けんを作り続けてい

くために、私たちの仕事を作っていくた

めに、皆様が石けんを使ってくださるこ

とが、いちばんの支えとなります！ 

よろしくお願いします！ 

 

 

ラルシュ・かなの家 

〒421-2114  静岡市葵区安倍口新田６５－５ TEL   ０５４－２０６－０８３０ FAX  ０５４－２９４－８０７０ 

E-MAIL larche_kana@yahoo.co.jp  ウエブ http://www.larchejapan.org   

ブログ http://www.blog.larchejapan.org  郵 便 振 込   00870-9-17938 ラルシュ かなの家 

 

編集 ； 政島香織  柗永真美  林健二   
印刷 ； 社会福祉法人 ラルシュかなの家  プリントハウスまどい 

 

みな様、大変にありがとうございます。また、各地で注文を取り集めて下

さっている各グループ、有志の皆様にあらためて感謝申し上げます。 

 この収益は材料費以外すべて、かなの家の仲間の人たちの給料となります。おかげさまで、障害の重

さの為に生産活動が困難で、給料のとても薄い一部の仲間の人たちへも、一律に同額を支払う事が出来

ます。財政状況のますます厳しくなっている今、素敵なクリスマスプレゼントとなるでしょう。 

 クリスマスカードの代りに、また、年末年始の気軽な 

挨拶代りに最適です。 
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